
   

３ 生産者から一言 

御食国（みけつくに）と呼ばれる淡路島より、食の感動を得られる農産物をお届け出来ればと、日々精進してお

ります。安全・安心な農産物の提供にこだわり、ひょうご安心ブランド、ひょうご推奨ブランドの認証を兵庫県から

受けております。 

施設園芸と露地栽培のハイブリッド農業に取り組んでいますが、 

施設園芸で栽培するミニトマトは応用特許技術を活用し、糖度はもちろんですが、 

旨味に特化しております。 

身体に良く、日々継続して食べていただける当社の農産物を 

ぜひ、ご利用ください。 

 

 

ベジマチ生産者紹介 

株式会社アクアヴェルデ AWAJI（兵庫県南あわじ市）      

 

１ 生産者の概要 

株式会社アクアヴェルデ AWAJIは、兵庫県南あわじ市に所

在し、施設栽培でトマト・ミニトマト、露地栽培でたまね

ぎ、レタス、はくさいなど、さまざまな品目を生産していま

す。 

食の安全性はもとより、環境に配慮した生産方法であるか

否か、味その他の品質に個性や特徴があるか等といった審査

基準をクリアすることで認証される兵庫県の食品認証制度に

おいて、同社のたまねぎは「ひょうご安心ブランド」、トマ

ト・ミニトマトは「ひょうご推奨ブランド」の認証をそれぞ

れ受けています。 

２ 旨味が強く、栄養満点のミニトマト！ 

同社が栽培している「プチぷよ」は、薄皮で糖度が高く、旨

味の強いミニトマトです。モイスカルチャー栽培※で栽培され

るプチぷよは、おいしさはもちろんのこと、慣行栽培のトマト

に比べて栄養価が高いのが特徴です。そのおいしさと品質の

高さから、令和４年４月 13日には日本野菜ソムリエ協会が開

催する「第１回全国ミニトマト選手権」で入賞を果たしていま

す。 

プチぷよは、10 下旬から翌３月頃までが主な出荷期間です

が、同社では他品種も栽培していることから、トマト・ミニト

マトは周年での出荷が可能です。 

また、同社が取組む農福連携により、地元の福祉施設と就労

委託業務契約（パック詰めなどの出荷付帯業務等）を結んでい

ることから、要望に応じた納品形態での対応が可能です。 

※かん水量を従来の 10 分の 1 に抑え、水分ストレスをかけながら野菜

が本来持ちあわせている力を最大限に生かして栽培する応用特許技術。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

詳しくはベジマチで御検索ください。 

ベジマチ：https://www.vegemach.jp/ 

【ベジマチ運営事務局】 

独立行政法人農畜産業振興機構 

野菜振興部需給業務課 

Tel：03-3583-9482 

Mail：vegemach＠alic.go.jp 

たまねぎ小屋をリフ
ォームした事務所 

同社の豊田代表 

つやつやと輝くような「プチぷよ」 

「プチぷよ」 

https://www.vegemach.jp/

